
- 72- 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ 科目の主題と目標 

２０世紀末から２１世紀にかけて、ＡＳＥＡＮ５の経済成長は外資主導型のエレクトロニ

クス産業の発展によって大きく牽引された。本講義では、ＡＳＥＡＮに進出した日系企業、

欧米企業、アジア系企業と現地ローカル企業の事業展開をサーベイし、ＡＳＥＡＮにおける

エレクトロニクス産業の発展と今後の行く末について考察する。特に本講義ではフィリピン

でのエレクトロニクス企業のケーススタディを詳しく紹介する。 
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Ⅱ 授業計画または科目内容の要旨 
１．ＡＳＥＡＮにおけるエレクトロニクス産業の現状 
  ⅰ）中国との競合と共生 
  ⅱ）ＡＳＥＡＮにおけるＩＴソフト産業の可能性 
    ベトナムとフィリピン；中国とインドに対する競争力 
２．ＡＳＥＡＮのエレクトロニクス産業におけるフィリピンのポジション 
３．フィリピンの日系エレクトロニクス企業 
４．フィリピンのローカルエレクトロニクス企業 
５．フィリピンの欧米エレクトロニクス企業 
６．フィリピンのＮＩＥs系企業 
７．ＡＳＥＡＮエレクトロニクス産業の今後 
ⅰ）ＡＳＥＡＮにおけるサポーティング産業の現状と可能性 
  ⅱ）ローカル企業の発展と多国籍企業 

 
Ⅲ 成績評価の方法 
レポートと授業時の意見発表により評価する 

 
Ⅳ 履修にあたっての指示・注意事項 
 
 
Ⅴ 使用教科書・参考書 
森澤恵子「岐路にたつフィリピン電機産業」（勁草書房）2004年 

 
Ⅵ その他 


